
計画名称 基本的な計画方針 関連する主な取り組み

魅力と求心力のある中心市街地の整備
自然と市街地が共生できる土地利用の実現
環境にやさしく、調和がとれた市街地環境の形成
水と緑が織りなすふるさとを育てる
地域の特性を活かした観光振興との連携
すべての人が活動しやすい都市空間の整備

都市計画
マスタープラン

改訂版
(平成27年3月)

• 市内大学生等の定着
• ふるさと就職を促す魅力あるしごとづくり
• 交流人口の増加
• 移住・定住促進
• 都市のコンパクト化と交通ネットワーク形成

地元企業と学生が積極的に関わることで地元就職や定着の促進
創業センターを中心に各支援機関と連携した創業支援の実施
文化芸術施設を中心とするまちなか回遊
広瀬川河畔や歴史ある神社、寺院、教会の活用
豊かな自然や地域固有の伝統文化など、本市の魅力を効果的に発信
自動車に過度に依存しない、歩いて楽しいまちづくり

県都まえばし
創生プラン
(総合戦略

平成30年3月)

• まちの文化芸術交流を高める
• まちの職住近接性を高める
• まちの経済活力を高める
• まちのデザイン力を高める

交流人口を増やす、まちなかの回遊性の向上、交流体制づくり
まちなか居住・就労の支援拡充、市街地環境の整備改善、人と環境
に優しい交通環境の整備促進

商業・業務機能の集積強化、創業促進、まちなかブランド力の強化
デザイン啓発まちづくりの推進、クリエイティブ人材の集積と活用

前橋市中心
市街地活性化
基本計画

(平成29年3月)

• 都市機能の集約とまとまりのある居住の推進
• 利便性と効率性の高い都市機能の誘導を推進
• 公共交通の充実によるネットワーク性の向上を推進

都市機能の集約性を高め、周辺における居住を誘導するコンパクト
化を推進

公的不動産の活用や民間事業者等との連携
公共交通によるアクセス性の高い、移動環境の向上を推進

前橋市
立地適正化計画
(平成30年3月)

• 住み･働き･集う人たちのための都市空間･機能の誘導と更新
• 誰もが暮らしやすく、あこがれる住環境の形成
• うるおいと憩いのある都市環境の創出
• にぎわいと活気のあるまちづくり
• 継続性の高い個性的なまちづくり

老朽化建物や空き家の更新と遊休化した土地利活用の推進
移動の安全性、利便性が高く、人にやさしい交通環境の形成
多様なニーズに対応する居住系、商業・業務系、交流系機能の誘導
誰もが歩いて暮らせる利便性･快適性の高い魅力的な生活環境の形成
自然環境を活かした「水と緑と詩のまち」を象徴する景観の形成
公共や民間空地の緑化による、緑豊かな環境の形成
自然豊かな雰囲気の中で人々が行き交う魅力ある都市空間の形成
「前橋らしさ」を創出する歴史･文化を継承する都市空間の形成

前橋市市街地
総合再生計画
(平成27年5月)

• バスの利便性向上を中心とした公共交通軸の強化
• 公共交通による、まちなかの回遊性の向上
• 誰もが快適に移動できる公共交通ネットワークの構築

都心内の主要施設を結ぶことにより、回遊性向上による中心市街地
の活性化に寄与する

歩行者の安全性･快適性を向上させるとともに、景観形成に努め、高
質な歩行環境を形成する

まちなかで自転車を安全･快適に利用できる環境の構築
都心周縁部へ駐車施設を配置することで、公共交通や人が中心にな
る市街地形成を図る

前橋市地域公共
交通網形成計画
(平成30年3月)

• 既存産業の総合的･実効的支援
• 新産業の創出･成長産業の育成
• 前橋にマッチした企業誘致の促進
• 起業家の創出と人材育成

中小企業･小規模事業者の人材育成や販路開拓支援
市民が意欲を持ち市内で働ける施策推進
研究機関や異業種間連携による新たな技術、ニーズの獲得支援の推
進や、新たな価値を創造できる環境づくり

豊富な水資源、農畜産物を活かした食料品製造業の誘致促進
若者、女性、シニア世代の起業希望者への起業家精神の情勢を支援

平成29年度改訂版

前橋市産業振興
ビジョン

(平成29年4月)

• 赤城山ツーリズム
• 食（豚肉料理）を生かした観光
• スポーツを生かした観光
• 歴史･文化を生かした観光

魅力的な空間の創出･演出（おもてなし体制の整備、充実）
地元市民が豚肉を消費し、そのおいしさを実感として広める
スポーツ観戦･参加者に対し観光誘導やツアー、宿泊パック等の推進
歴史･文化に関連する観光資源の発信（テーマを絞ったＰＲ）

前橋観光の
方向性

(平成28年3月)

• 安全･快適で良質な住まい･まちづくり
• すべての市民にやさしい住まい･まちづくり
• 豊かな自然環境と地域特性を活かした住まい･まちづくり

市街地再開発事業の推進
市街地内の空き家の有効活用
環境負荷に配慮した住宅の普及促進と生活に対する意識啓発
商業施設や多様な都市機能が集積した中心市街地の利便性と街なか
居住の魅力を発信し、住宅の供給を誘導

前橋市
住生活基本計画
(平成24年3月)

• 快適な住環境の保全
• 安全で安心なまちづくりの推進
• 空家等を活用した定住の促進

空家等に関するあらゆる問題の総合的な窓口機能となる空家利活用
センターの設置

空家所有者や購入希望者に対し、市が窓口となって情報提供をし、
空家の利活用を促進する空家利活用ネットワークの取組み

空家等に関する補助制度の導入

前橋市
空家等対策計画

(平成30年5月
一部改訂)

• 前橋らしい風土を継承する
• 緑の豊かさが感じられるまちをつくる
• 水と緑を楽しむ文化を広げる

前橋駅周辺と県庁･前橋公園･市役所周辺を緑化重点地区とし、緑化
事業を推進

広瀬川河畔の緑地と市道の一体的な整備
水路に沿った散歩道をつくる
快適なまちをつくる民有地の緑化
街路樹による、沿道の飾花を進める「花のみちづくり」等を進め、
快適な緑のネットワークを形成

前橋市
緑の基本計画
(平成30年3月)

第七次
前橋市総合計画
(平成30年3月)

• コンパクトなまちづくり
• 環境負荷の少ないまちづくり
• 美しい景観のあるまちづくり
• 活力のあるまちづくり
• 安心安全なまちづくり

• ビジョン 「めぶく。～良いものが育つまち（where good things grow.）～」
• 将来都市像「新しい価値の創造都市・前橋」市民一人ひとりが個性と能力を生かし、個々に輝くことにより新しい前橋らしさを創造するまち
• 活気あふれるまちづくり（地域産業の新たな展開）
①地域の産業の活性化 ②働く意欲と機会の創出 ③魅力ある農林業への転換

• 魅力あふれるまちづくり（前橋らしさの創出）
①地域資源を活かした新たな観光振興 ②移住・定住促進 ③市民主体の魅力づくりの推進 ④魅力的なまちづくりの推進

• 持続可能なまちづくり（都市機能の充実と安全・安心の確保）
①都市機能の集約と拠点性の向上 ②交通ネットワークの充実 ③環境配慮型社会の形成 ④安全・安心なまちづくりの推進

• 水や緑、歴史等の環境資源が有効に活用され、快適な環境が
創出されるまち

水と緑のネットワーク形成により水辺と緑地を連携させたまちづく
りを進める

四季の変化を実感できる環境や、地域の特徴を形づくる街並みの景
観や歴史的遺産を保全

平成29年度改訂
前橋市

環境基本計画
(平成30年3月)

資料１


